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（ マ マ ）
め一部運転開始をめざし日々完成を急いでおり、中央
曝気槽上の公園も芝が植えられきれいに化粧されてきた。係の人が、この公園に入れるように
なるのはもうじきでしょうと云っていた。暖かくなれば芝も根をはり、やがて緑の公園がお目
見得することであろう。」と受け入れ時の住民からの条件であった覆蓋上の公園工事の進捗状
況を伝えている。
（３）処理場建設の生活・環境への影響
一方で、昭和39年４月11日第19号１面「水洗切替覚書　都は奨励するけれど」の見出しで、
水洗化に対しての無条件の礼賛ではない批判的な視点が示される。放射七号建設時の補償を報
じる姿勢にもみられたが、水洗化に関する下水料金への批判が展開されている。下水道の設置
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によって地域が受け入れざるを得ない経済的な負担について詳細な知識にもとづき報じられて
いる。それは、悪徳業者の横行の情報であり、住民の権利についてであり、行政への対応など
である。そこには『落合新聞』の批判的な視点、啓蒙的姿勢があらわれている。
「落合下水処理場が操業を始めたので都はしきりに水洗切替えを奨励し水道工事店は外
交戦術が活発になった。家庭や会社では水洗便所を設ける計画がふえている。水洗は臭く
はないし清潔で文化的な生活とはいうけれど、しかし無条件で喜んでいられない問題点も
あるようだから今回は主にそういう面をいくつかつまみあげてみることにした。」との問
題提起ののち、「下水処分料は水道料金の三割　井戸水の量も含む」の小見出しで、
「下水処理場が出来たり配管が了るとこれらの施設は都のものだから都や下水道局が無
料で使わせてくれると思っている人も多いが水洗にしようとしまいと使用料はとられる。
その料金は水道料金の十分の三で井戸水の使用水量も別料金で加算される。井戸ポンプに
はメーターを付けるか人口計算で行う。井戸水の規準は風呂屋は排出量一立方メートルに
つき四円五十銭、その他家庭や工場などは一立方メートルにつき五円。風呂屋は公衆衛生
という点で少し安いがそれでも基本量の十立方メートルまでは水道の水より井戸水の方が
高い。手押しポンプの場合は人口計算で行われている模様で五人までが一〇立方メートル
で計算になり一人増すごとに二立方メートルずつ増加する。水洗便所にすれば「し尿」処
分料として便器一個につき二十円これも加算される。したがってこれまでの汲取料に較べ
れば殆どが高くなり水を大量に使用する浴場や工場などは相当に高くなる。つまりこれら
料金が下水処理場と下水道管の使用料となるわけである。」
と、「東京都下水道条例」の内容を引きながら下水道設置後の料金についてかみくだきつつ試
算をしている。次いで、
「地域によっては水洗にできる処とできない処とがある。できる処を甲地区といい、で
きない処を乙地区という。この辺の乙地区には上落合二丁目の一部や西落合にも少しあ
る。乙地区でも下水道管使用料がとられる。水洗便所を使用できる処から比べれば安いが
それでも水道料金の十分の二．浴場や工場も甲地区に比べて少し安いだけでただではな
い。川へ流れるのを止めて処理場へおくり込むようになれば甲地区に変る。」
と、下水道が使用できる地域とできない地域があることについて触れる。そして、
「水洗にできる地区で新たに新築する場合は必ず水洗便所にしなければならないでしょ
うと丸の内の下水道局管理部業務課の人がいった。既得権のある家は自由であるが、下水
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道管使用料はとられるのだから強制という言葉は不適当かも知れぬが強制されるような印
象は与える。そのせいか助成金制度にも不満をまねいて一部に請願運動が行われている。
参考までにもう一ぺん補助金の制度を記そう。昨年九月十五日までは誰にでも五千五百円
の補助金が都から出たがそれ以後は法規が変り、年間平均七万円未満の家庭だけが八千八
百円、特別区民税の非課税者及び課税保留者には一万七千七百円補助される。工事基本料
金は三メートルの配管で二万五六千円のもあるけれども、トイレットまでの水道工事は含
まない。水道が出ないからタンクをあげたり井戸掘をすればぐっと高くなるでしょう。」
「私道に面した家庭が工事をする場合は公道まで流し込むまでの分が個人負担の配管にな
る。現状では公道に配管するのが精一杯で私道の分まで都にはその予算がないという。水
洗にしなくても下水の処分料は甲乙の地区に準じて徴収される。この辺は私道が多い。」
と、17号で紹介した助成金について、前年９月15日に変更になった助成金制度について詳細
に紹介している。
「悪い業者が横行している模様。例の一　地主へ何やら貢物などを運び、地主の許可だ
けで私道に支管を埋めた。店子は泣き寝入りで金を支払わされ問題になった。水洗にする
しないは個人の自由。例の二　早く水洗にしないと汲取が来なくなるとおどかしたり強制
的な言葉を使ったりして契約書にはんを押させる。神田方面でもまだ汲取が行われてい
る。たとえ一軒でも都は汲取に来てくれる筈。予算の都合で出来ないことを苦にしている
人もいるが世の中には日本便所にはいうにいわれない日本的な郷愁があって水洗はいやだ
という人もある。よい業者は親切に説明してくれて見積りをきちんとしてアフターサービ
スをよくし補助金の申請は無論、工事設計や施工手続きもしてくれる筈。」
と、悪徳業者が横行している様子を実例を挙げて報じている。最後に「処理場には限界　大雨
が降れば川へ」の小見出しで、
「落合下水処理場が受け持つ範囲つまり昭和三十九年三月現在約百二十三万人（建設当
初百十三万人）の人間を擁する地域の水は雨水を含めて全部ここに流れ込む。けれども処
理場の許容量には限界があって大雨が降れば処理しきれず余分は直接川へ流れ落ちる仕組
みになっている。幹線が川に沿ってあるのはそのためでたとえ処理場に近い家庭でもいっ
たん妙正寺川や神田川の落口まで下水が流れてそこからまた処理場へ戻るための主管に入
る。余分が川へ落ちても水量が多いから臭くはない。」
と、処理場の処理能力について説明している。処理能力を超えた下水は川へ流れ込むが、ここ
でも「臭くはない」と地域の懸念を解消しようとする姿勢をみせている。
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また、昭和39年６月23日第21号１面「下水道工事で地下水枯渇　近所へもらい水」の見出
しでは、工事の影響である地下水の枯渇が伝えられている。
「翠ヶ丘の高台に沿う中井道一帯の低地は地下水が豊富良質で、むかしから井戸水に頼
っている所が多かったが、妙正寺川幹線工事が行われてからは急に井戸水が出なくなっ
た。そのために附近では貰い水をする家庭が増えてきた。」と、六の坂下、中井道以南の
旧・下落合五丁目での井戸水の枯渇について伝えている。高台に浸み込む雨水が中井道を
掘返す妙正寺川幹線によって遮断されたことが原因で、工事中は臨時水道管により補給し
たが、工事完了と共に撤去したので再び貰い水をしている。さらに工事進行の場合は増々
困難する所も殖えるものと見て、四五丁目町会（北原正幸会長）ではこの問題を重視調査
したところ、同地域には消火栓がないために火災防止の見地からも安心できないので下水
道配管を万全にし、消火栓を数箇所設置して貰うことを決めた。」
と、下水道設置に伴う影響とその対策としての消火栓設置の要請を伝えるのである。
（４）処理場覆蓋上の利用について
昭和39年３月１日に日本初の覆蓋処理場として運転開始した落合処理場覆蓋上の公園の完
成と開放については、昭和39年６月23日第21号１面「「落合公苑」開放　処理場一部完成祝
と共に　去る五月二十五日から」の見出しで伝えられている。
「この春から一部操業を始めている上落合一丁目一〇〇番地、落合下水処理場は去る五
月二十五日、場内特設祝賀会場に旧地主ほか建設関係者多数を集め第一次完成祝賀会が催
された。昭和三十五年七月建設に着手以来四年間、計画は多くの人々の犠牲と努力によっ
て予定通り初期の目的を達したわけである。この日東京都知事東さんは第一沈殿池屋上の
「落合公苑」を都民一般に開放するためにテープを切り遊園を許可した。「落合公苑」は約
一万平方メートル（第二次計画が完成すればこの倍）。緑の芝生と季節の草花を織まぜた
美しい公苑。まだ広く知れわたっていないせいか参観者もまばらだが、ゆるやかなカーブ
を描く本館の立体的な調和が汚水処理場とは思えない清潔さを誇っている。園内にはテニ
スコートのほか、広い砂場、ブランコ、小
（ママ）
供用鉄棒等の施設が完備し展望もよいため近所
の人々には至極人気を集め、正面入口にある噴水はこの処理場で処理した汚水を活用、参
観者を歓迎している。“はとバス”も観光コースの一つに予定しているようだ。」
と、広く美しい公苑を持ち、迷惑施設とは思えない清潔さと、はとバスの観光コースにもなろ
うかという充実した設備と先進技術を誇るまちの“自慢”となった処理場について伝えている。
落合処理場関連の最終記事は、昭和42年９月21日第49回１面「落合処理場拡張工事中　魚
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の棲む夢の川に　遠い将来ではなさそう」の見出しで、終刊に向けた落合処理場建設の進捗に
関する総括記事となっている。
「去る七月上旬から上落合一丁目落合処理場の拡張工事が始まっている。第三建設工事
事務所に聞いてみると、今度の拡張は処理場南側の空地の約半分の部分で、全体の四分の
一の機動力が施設される。年度内に第二沈殿池（神田川寄りの露出池）を三池、曝気槽
（真中の高い所）二槽の屋上を除く下の部分を完成させ、来年度は機械を入れ四十四年四
月頃には運転を開始する。この工事が終ると落合処理場の活動能力は七五％～八〇％とな
り、汚水処理範囲は環状七号線の外側まで伸びる勘定だ。さらに、四十五年度末には残り
部分を完成させ、四十六年四月には全機能を運転する計画。この全下水道計画が完了すれ
ば、杉並、練馬方面の神田川、妙正寺川はすっぽりと下水道網に包まれるから川は見ちが
えるようにきれいになり、やがて魚の棲む夢の川がやってくる。」、「処理された水は魚が
すむには好適だ。成長率も早い。だが流域の殆どの水が下水管を通って処理場に集まる
と、処理場より上流は干上がってしまいはないかと聞いてみたら、池、地下水等は現代考
えるほど心配はないだろうという。水量は三〇センチあれば魚は十分にすめる。セーヌ河
のように都会の中で釣が楽しめる夢の実現も遠い将来ではなさそう。だがこれには沿岸の
都民が、ゴミ、廃液を捨てない協力が必要であると付け加えていた。なお、現在の処理場
で水洗便所の普及率は今年中に四七％～五〇％になる見通し。」
と、伝えている。「川は見ちがえるようにきれいになり、やがて魚の棲む夢の川がやってく
る。」、「セーヌ河のように都会の中で釣が楽しめる夢の実現も遠い将来ではなさそう。」と工事
事務所の言をひきながら環境汚染解消への処理場機能に対する期待が報じられるのである。
また、同号では、「屋上に野球場を　上落合東部町会で署名運動」の見出しで
「上落合東部町会（小林繁雄会長同町二の三の二）では、青少年の健全育成を目的に、
今後拡張される落合処理場の屋上に野球場併設の陳情署名を起こした。工事中を含む処理
場の南側は敷地約三万三千平方㍍、最後の拡張工事が昭和四十五年三月に完了すると中央
曝気槽上は約一万平方㍍の広場に出来上る。軟式野球には理想的な広さなので、ここを球
場にしてもらおうというわけ。現在、新宿区内には区軟式野球連盟に加盟している主なチ
ームだけでも百三十四チームもあり、今後ふえる一方（新宿区新聞六月十五日号）球場不
足で青少年の健全な欲求をはばんでいる。さらに北側の既設広場は緑の芝生と四季の草花
を織りまぜた美しい高台公苑だから、環 況
（ママ）
すこぶるよく、散策によし、観覧席を設けれ
ば観覧と憩いをかねた一石二鳥のレジャーが楽しめるというもの。代表署名は九月中旬ま
で集め前都議会議員小野田増太郎氏の紹介で上落合東部町会長小林繁雄氏らが、美濃部都
知事および佐野幸作下水道局長に陳情をする予定になっている。」
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と野球場建設に関する総括記事も掲載されている。美しく誇るべき公苑に次いで、拡張する覆
蓋上を野球場として青少年のために利用しようとする町会の陳情の動きに賛意を示すものとな
っている。この動きは現在の落合中央公園野球場の建設に結実するものである。
この処理場覆蓋上の野球場建設については、昭和42年３月31日第45号１面タイトル下の
「処理場を野球場に」で報じられた「上落合東部町会（小林繁雄会長）では、四月地方選挙終
了後上落合一丁目落合処理場の東側約三万三千平方メートルの空地を工事の際は施設の屋上に
野球場を併設してくれるように陳情署名運動を起す計画を進めている。」と小さな記事である
が、今後の野球場建設についての陳情運動計画があることついて触れている。その続報であ
り、野球場建設に向けた陳情署名運動の具体的な動きの報道となっている。
（５）処理場建設に対する『落合新聞』の姿勢
処理場が地域にもたらすのは、下水道普及による生活環境汚染の解消であり、衛生的であり
かつ文化的な水洗化の生活である。この恩恵は落合地域のみならず他地域にももたらされる。
しかし処理場は地域からみれば斎場と並び他地域より引き受けねばならない迷惑施設でもあ
る。地域による処理場反対運動の展開や建設の受容は『落合新聞』発刊前に決着しており、発
刊時には、すでに工事も進捗していた。迷惑施設の受け入れは『落合新聞』発刊期間には所与
のこと、その受け入れまでの経緯も「思い出」という町の歴史の１つとして扱われた。運転開
始に関連する記事も批判ではなく処理場建設にともなう文化的な生活の享受に対する期待が多
く記事になっている。批判すべき対象は、「町の利益」を損なうような暴利をむさぼらんとす
る悪徳業者であり、水洗化という文化的生活に対して支払うべき対価の高さである。処理場建
設の影響についても地下水の枯渇について取り上げるが厳しい批判にはなっていない。処理場
そのものについては、迷惑施設がもたらす負の側面よりも地域共同体が受けるであろう恩恵に
対する期待に多くの紙面を割いている。日本初の処理場覆蓋上の公園について、迷惑施設なが
らも環境に対する配慮もあり、世界に類をみない新技術により誇るべきまちの財産として受け
入れている姿勢を見せている。野球場建設の陳情運動に賛意を示すのも覆蓋上の公園としての
利用に大きな価値を認めたからである。美しい公園を持つ処理場の新しい落合地域のシンボル
としての期待、建設でもたらされる清潔で文化的な生活に対する期待が記事からうかがえる。
落合処理場とその覆蓋上の公園は、高度成長期の落合の象徴の一つとしてとらえられていると
いえよう。
Ⅳ．まとめ
落合地域は1960年代、住居表示と放射七号線によって名実ともに分断された。行政によっ
て設定された「破壊」であった。住居表示と放射七号線という「破壊」によって失われたもの
とは、静寂な街の文化であり、物理的なまちのつながりであり、地域アイデンティティのもと
となる住民の結びつきであったが、この２つの問題ともに反対の動きはみられるものの、それ
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を落合地域は甘んじて受け入れていった。この分断は、落合の「戦前」的な「古い落合」の終
わりであり、「破壊」は「現代」につながる「新しい落合」の出発点となった。『落合新聞』は
これらの「現勢を伝える」ことで地域の人々の心情が放射七号線建設とその受容という地域の
60年代的課題と向き合っていたことを記録し伝えていた49）。
しかし地下鉄建設は、落合地域にとってこのような有形無形の分断はみられない。「破壊」
ではないので静寂も物理的なまちのつながりも地域アイデンティティも喪失しないのである。
喪失するものがないのであるからそこに闘争はない。「町の利益」を損なうことがないので、
そこに地域がいかに向き合ったかという人々の心情は記録されず、そこには落合地域の60年
代的課題も見いだせないのである。この地下鉄建設についての記事に地域住民の意見や投稿が
みられないこともその証となろう。地下鉄建設の問題は目に見える地域の「破壊」もなく、８
号線などの期待はあるものの「新しい落合」の象徴とはなりえないのである。
一方、落合処理場の建設は、受け入れの際の歴史に120軒ほどの立ち退きや猛烈な反対運動
といった地域共同体の「破壊」や闘争があり、その代償としての新技術・文化的な新生活に対
する大きな期待があった。処理場の建設で落合の住宅街としての特質が失われるという議論は
建設反対運動として昭和20年代半ばに繰り広げられたが、『落合新聞』が処理場について扱っ
たころは、すでに解決済みのことであった。反対運動で住民側が受け入れに際しての条件とし
た悪臭対策としての覆蓋上の公園は、世界に類を見ない新技術ということで、はとバスコース
にも取り入れられるようなまちの誇りとなっていく。この迷惑施設受け入れに対する補償の象
徴である公園設置については多くの紙面が割かれている。補償の象徴である美しい公園と高度
経済成長期の落合の象徴的な新しい生活である、水洗化という文化的な生活による圧倒的な新
たな利便を「新しい落合」の地域の住民は享受するのである。
『落合新聞』の問題意識として「町の利益を擁護する」という姿勢が常にその根底にある。
『落合新聞』の地域に対するまなざしである。住居表示実施や放射七号線建設では「町の利益」
を損なうような歴史的・文化的・地理的な具体的な分断がみられるようになったため、『落合
新聞』はその代償としての補償を要求する地域の闘争を支持していった。本稿でとりあげた地
下鉄建設・処理場建設に関しての『落合新聞』の問題意識も、「町の利益を擁護」し、その目
的でいわれるように落合の「現勢」を伝えることであったはずだ。「現勢を伝える」とはすな
わち地域の人々のくらしの現在
4 4
を伝えることであり、地域の人々の心情を伝えることである。
しかし、この点に関して殊に地下鉄建設では、竹田の地下鉄に関する考えはみられるものの住
民の発言はほぼ掲載がなかった。『落合新聞』は「現勢を伝える」ことで地域の人々の心情を
扱い、記録し、伝えたのであるが、この地下鉄建設に関しては人々の心情の扱いはなく、事象
の記録にとどまっている。一方、処理場建設については、水洗化に関する費用や野球場建設に
ついての町会の動きなどを伝えることによって地域の意識を喚起する役割を果たしたと評価す
ることは出来よう。
高度成長期以前の落合とその後の落合には分断がある。この高度成長期に、それまで都市周
『落合新聞』の研究（３）
─ 111 ─
縁であった落合地域は膨張する「東京」に包含されていった。バイパスの役割が期待された東
西線が落合地域を通るようになり、地域住民以外の百数十万の増え続ける人々の生活排水を落
合処理場が処理するようになった。失われつつあったが静謐な住宅街であり続けつつ、一方で
これらのインフラによって大東京の発展を補完する役割を担うのである。インフラ整備が質
的・量的に拡大する中で『落合新聞』は、高度成長期の地域の共通体験としての地下鉄建設・
処理場建設を「東京」に包含されつつあるまちの「現勢」として記録したのである。
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